
大阪市立の高等学校等の大阪府への移管に向けた検討状況の中間報告（案） 

１．移管の対象と時期   

 

 

 

２．移管に関しての対応方針 

項目 方針 

財
政 

資産・負債 

○土地、建物、工作物及び備品等については、大阪市より大阪府に対して無償譲渡する。 
 （移管する施設等については、府市で協議を行った上で、府立学校の運営に必要のない
ものは移管しない。なお、移管時点で工事中の学校については、大阪市における工事終
了後、すみやかに無償譲渡を行う。） 

○現在の南高等学校、西高等学校の校地・校舎は無償譲渡の対象外とする。 
○移管後の起債償還費については、大阪府において負担する。償還方法については、引き
続き協議を行う。 

施設整備費等 

○移管に係る初期費用については大阪府において負担することとし、引き続き、その負担方
法については協議を行う。 

○移管までに実施する必要がある施設設備整備等の範囲については、引き続き、協議を行
い、大阪市が実施する。 

○移管後、建替え等に係る経費については、大阪府において負担する。 

移管後の学校運営に係る
経費 

○大阪府において負担する。 

教
育
内
容
等 

学校運営 ○大阪府立学校条例に基づいて運営する。 

移管後の学校名 

○令和４年４月開校予定の新高等学校（扇町総合高等学校、南高等学校、西高等
学校の統合校）の校名については、令和 2 年３月に大阪市教育委員会で決定する。
（同年５月に公表する予定） 

○大阪市立高等学校（所在地：枚方市）の校名については、当該校の意見を聴き、府
市で協議のうえ、府において決定する。（令和２年９月に公表する予定） 

○上記以外の学校については、基本的に現在の校名とするが、学科改編等により変更の必
要が生じた場合は、府市で協議のうえ、府において決定する。 

教育課程等 
○基本的に現状の教育内容での移管とするが、府立高等学校にない大阪市独自の教育
内容等については、引き続き、個別に協議を行う。 

大阪市で行ってきた事業 
○大阪市で行ってきた事業については引き続き個別に協議を行う。 
 （大阪市で行ってきた事業については、府における類似事業を確認した上で、在籍生徒お

よび中学生への影響等を総合的に勘案し、府市で調整を行う。） 

組
織
、
人
員 

教員配置 ○大阪府の配置基準に基づき、教職員を配置する。 

退職手当 ○教職員の退職手当に係る財源負担等については、引き続き協議を行う。  

服務／研修／健康管理
／給与・旅費 

○大阪府の基準を適用する。 

 
その他移管に向けた調整 ○円滑な移管に向け、府市協力して必要な課題解決を行う。 

１ 

○大阪市立の高等学校等については、移管計画に基づき令和 4年 4月に大阪府へ移管するものとする。 
○市立高等学校の再編整備の方向性についてのこれまでの検討状況は、「３．再編整備の方向性」のとおりであり、 
引き続き協議を行う。 

○デザイン教育研究所については、移管対象に含めない。 



３．再編整備の方向性 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

種類 学校名 所在地 検討状況 

普通科系 

桜宮 都島区毛馬町 ○基本的に現状のまま令和 4年 4月に移管する。 
○東高等学校、大阪市立高等学校の英語科、理数科につ
いては、移管後に、府立における専門学科との整合性を
検討する。 

○汎愛高等学校の武道科については引き続き検討する。 
○令和４年度に２・３年生が在籍する南高等学校、西高
等学校、扇町総合高等学校については現状のまま移管
後、令和６年３月に閉校する（予定）。 
・南高等学校、西高等学校、扇町総合高等学校は令和
４年４月の新校設置に合わせて、令和４年度選抜から
募集停止する。 
・南高等学校、西高等学校は令和３年度末まで現在の   
校地・校舎を利用する。令和 4年 4月からは扇町総合
の校地・校舎を活用し、新校と南・西・扇町総合高等学
校を併置する（令和５年度末まで）。 

東 都島区東野田町 

大阪市立 枚方市 

汎愛 鶴見区今津中 

南 中央区谷町 

西 西区北堀江 

扇町総合 北区松ケ枝町 

商業系 

大阪ﾋﾞｼﾞﾈｽﾌﾛﾝﾃｨｱ 天王寺区烏ケ辻 
○基本的に現４校を令和 4年４月に移管するが、ここ数年
連続して志願者が募集定員に満たない学校もあることか
ら、今後の志願状況をふまえ、その在り方について、引き続
き協議を行う。 

淀商業 西淀川区野里 

鶴見商業 鶴見区緑 

住吉商業 住之江区御崎 

工業系 

都島工業 都島区善源寺町 

○工業教育の魅力化、新たな工業系高等学校の在り方に
ついて、「大阪市高等学校教育審議会」へ諮問し、その答
申を踏まえて、令和２年度中に再編整備等の方向性を
決定する。 

泉尾工業 大正区泉尾 

東淀工業 淀川区加島 

生野工業 生野区生野東 

工芸 阿倍野区文の里 

中高一貫 
咲くやこの花 此花区西九条 

○現状のまま令和 4 年 4 月に移管する。中学校の通学区
域については引き続き検討する。 

水都国際 住之江区南港中 

昼夜間 
単位制 

中央 中央区釣鐘町 ○現状のまま令和 4年 4月に移管する。 

夜間 
定時制 

都島第二工業 都島区善源寺町 
○令和４年度入学生から、都島第二工業高等学校は都
島工業高等学校定時制課程、第二工芸高等学校は工
芸高等学校定時制課程とし、それぞれ都島工業高等学
校全日制課程、工芸高等学校全日制課程と併置する。 
・令和 4 年度選抜において、都島第二工業高等学校及
び第二工芸高等学校は募集停止し、令和 7 年 3 月に
閉校する（予定）。 

第二工芸 阿倍野区文の里 



４．今後のスケジュール
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